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移

動

サ

ー

ビ

ス

に

つ

い

て 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
福
清
子 

小
泉
首
相
の
進
め
る
構
造
改
革
の

目
玉
と
し
て
自
治
体
が
現
行
の
法
制

度
を
超
え
て
実
施
す
る
「
構
造
改
革

特
別
区
域
計
画
」
が
あ
り
ま
す
。
今

回
こ
の
特
区
計
画
が
市
民
活
動
と
し

て
行
っ
て
い
た
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
大

き
な
転
換
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。 

ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
移
動
サ

ー
ビ
ス
は
、
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
の
送
迎

に
使
用
し
た
車
を
、
そ
の
使
用
し
て

い
な
い
時
間
、
高
齢
者
や
障
害
の
有

る
移
動
困
難
者
の
移
動
に
供
し
た
い

と
、
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
活
動

で
す
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
移
動
サ
ー

ビ
ス
は
道
路
運
送
法
第
八0

条
第
一

項
、
い
わ
ゆ
る
「
白
タ
ク
行
為
」
に

該
当
す
る
か
否
か
で
、
多
く
の
問
題

が
絶
え
な
い
部
分
で
も
あ
り
ま
し
た
。

現
実
に
は
介
護
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
、

地
方
自
治
体
の
福
祉
輸
送
だ
け
で
は

到
底
供
給
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
道

路
運
送
法
を
拡
大
解
釈
し
、
白
ナ
ン

バ
ー
に
お
い
て
も
、
移
動
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
る

わ
け
で
す
。 

今
回
「
構
造
改
革
特
区
法
案
」
が

成
立
し
、
非
営
利
団
体
で
も
「
白
タ

ク
行
為
」
に
該
当
し
な
い
、
新
し
い

提
案
が
な
さ
れ
た
の
で
す
。
そ
れ
が 

①N
P
O

に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

輸
送
と
し
て
の
有
償
運
送
可
能
化
事

業
（
一
二
〇
六
番
） 

②
交
通
機
関
空
白
の
過
疎
地
に
お

け
る
有
償
運
送
可
能
化
事
業
（
一
二

〇
七
番
）
で
す
。 

現
在
、
ほ
っ
と
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で

は 

会
員
と
し
て
登
録
し
、
利
用
料 

を
区
内
五
〇
〇
円
、
区
外
一
〇
〇
〇

円
と
し
て
ご
負
担
い
た
だ
い
て
い
ま 

                   

し
た
。
ま
た
、
要
介
護
認
定
を
受
け

て
い
る
人
に
対
し
て
は
、
介
護
保
険

で
乗
車
前
介
助
、
乗
降
介
助
、
降
車 

後
介
助
、
院
内
介
助
、
薬
の
受
け
取

り
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
、
運

転
中
の
時
間
を
除
い
た
時
間
を
合
算

し
て
算
定
し
介
護
保
険
請
求
で
対
応

し
て
い
ま
す
。 

図
式
に
あ
ら
あ
わ
す
と
左
図
の
よ

う
に
な
り
ま
す
。 

（
次
の
ペ
ー
ジ
に
続
き
ま
す
。
） 
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     運転時間を除いた身体介護中心型を算定 
 

自宅から病院、院内介助を経て自宅に帰るまで 3 時間かかったと
すると、3 時間－運転中の時間＝介護請求時間ということになり
ます。運転中の車の維持費、人件費などは請求されません。 
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今
年
度
中
に
は
、
国
土
交
通
省
か

ら
以
下
の
よ
う
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が

出
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。 
① 
運
送
主
体
が
社
会
福
祉
法
人
、

N
P
O

な
ど
非
営
利
組
織
で
あ
る

こ
と 

② 

運
転
者
が
充
分
な
能
力
や
経
験

を
有
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

こ
と 

③ 

使
用
車
両
を
福
祉
車
（
リ
フ
ト
車
、

回
転
シ
ー
ト
付
車
）
に
限
定
す
る

こ
と 

④ 

自
家
用
車
両
で
な
い
こ
と 

⑤ 

損
害
賠
償
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と 

⑥ 

一
般
乗
用
旅
客
自
動
車
運
送
事

業
（
タ
ク
シ
ー
）
の
上
限
運
賃
額

の
二
分
の
一
を
目
安
に
勘
案
し

つ
つ
、
営
利
に
至
ら
な
い
範
囲
で

料
金
設
定
さ
れ
る
こ
と 

し
か
し
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は

道
路
運
送
法
の
枠
内
で
の
発
想
で
あ

り
、
自
由
な
移
動
サ
ー
ビ
ス
に
繋
が

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
内
に

五
〇
〇
万
人
と
い
わ
れ
る
移
動
困
難

者
が
自
由
に
外
出
の
恩
恵
を
受
け
る

こ
と
は
難
し
い
で
し
ょ
う
。 

い
ま
、
オ
レ
ン
ジ
ナ
ン
バ
ー
構
想
と

い
う
の
も
浮
上
し
ま
し
た
。
「
緑
ナ

ン
バ
ー
」「
第
二
種
免
許
」
を
義
務
化

せ
ず
、
新
た
に
「
マ
イ
カ
ー
（
白
ナ

ン
バ
ー
）
」
「
第
一
種
免
許
」
を
容
認

し
た
「
オ
レ
ン
ジ
ナ
ン
バ
ー
」
が
提

案
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
に
移
動
困
難
者
を
と
り
ま

く
状
況
は
刻
々
と
変
化
し
、
福
祉
の

世
界
は
変
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
私
達

は
法
の
波
に
惑
わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、

「
生
き
る
」
支
援
と
し
て
「
移
動
サ

ー
ビ
ス
」
を
定
着
さ
せ
た
い
も
の
で

す
。 

            
 

      

                              

           
              

皆さん。 
これからもよろしく 
お願いします。 

ほっとステーションの 
 寺坂望くん＆岡本篤子さんが結婚しました 

 
おめでとう 
ございます。 
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                           移動部   森田 尋二 

病院や福祉施設への送迎が主で、予約を原則としていますが、緊急の場合にも対応できるよう

勤めています。ADL（日常生活動作）の中で移動は食事、排泄と並んで重要な核になっています。

私達は日常生活の中で自由な移動を必要としているのです。しかし、ハンディを持っている人は

公の交通機関の利用が困難です。 

 ほっとステーションの移動サービスは移動の困難な高齢者や障害を持った人の外出を支援し

ようという考えから生まれました。現在は病院や施設への送迎が主ですが、将来は日用品の買い

物、観劇、スポーツ観戦のみならずお墓参り、冠婚葬祭への参加、駅・空港への送迎、温泉地へ

の移動も視野にいれサービスの向上を図っていきます。 

 欧米に旅行中、車椅子で絵画や映画を楽しむ人々の姿が見受けられました。最近では日本でも

障害者用の席を常設する劇場等も増え、外出を楽しむことが出来るようになってきています。 

 私にとって旅は永遠の憧れです。未知の人々に接し、景色を眺めるだけで心が自由になり、活

性化するのがわかります。そんな気持は誰でも持っていると思います。希望するすべての人に海

外までも移動範囲を拡げられたらと思っています。 

 ある作家が見の不自由な人たちをイスラエルの死海へ連れて行ったとき、人々は素足で砂を感

じ、景色を風で想像したといいます。身体が不自由な人でも旅に出たい人がいたら、それを夢で

終わらせたくないのです。移動サービス部の中に旅行課「ほっとトラベル」を設け、皆さんの旅

のお手伝いをしたいというのが私の夢です。そのためには移動中の体調の変化にも対応できるよ

う努めることはもちろん、各事業所がネットワークを組み利用機会を確保する必要があります。

現実には運行時間や運行範囲が限定されるなど様々な問題と課題がありますが、安全を第一とし

て移動サービスの運行を続けていきます。 

「移送」は受動的な意味があるのに対して、「移動」は利用者の選択という主体性を含みます。

「又、ほっとステーションの移動サービスを利用したい」と思っていただき、社会とのつながり

の橋渡しになれたらと願っています 
 

ほっとステーションは移動サービス事業を行っています。 
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ありがとうございました。 

助成金・寄付金を頂きました。 
 

深水譲二・久美子様 
 

賛助会員 
特定非営利活動法人 
NPO人材開発機構 

 
社会福祉事業団 淀橋荘 

(敬称略・順不同) 
 

ほっとステーションは、 
皆様からのご支援を大切にして 
活動してまいります。 

 
     

ほっとステーションでは、ホームペ

ージでも、随時、新しいニュースを

お届けしています。是非ご覧下さ

い。 

 

ホ ー ム ペ ー ジ ア ド レ ス 

http://www.hothot.org 

電子メールアドレス  

hot@hothot.org       

 


